　別記第２号様式（第３条・第９条関係）
収支予算書（収支精算書）
　１　収入の部
	区　　分
	予 算 額
(精算額)
	前年度予算額
（予　算　額）
	比　　　較
	備　　　考

	
	
	
	増
	減
	

	県補助金
	
	
	
	
	

	市町村費
	
	
	
	
	

	そ の 他
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	


　２　支出の部
	区　　分
	予 算 額
(精算額)
	前年度予算額
（予　算　額）
	比　　　較
	備　　　考

	
	
	
	増
	減
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	


（注）区分欄の記入方法
　１　市町村直営、団体営等直接補助事業の場合、収入の部は自己負担分を含めて記入し、支出の部の区分欄は（賃金、旅費、消耗品費、通信運搬費、工事費、用地買収費、補償費、工事雑費・・・等）を記入し、計欄は事業費総額とする。
　２　間接補助事業の場合の支出の部の区分欄は、○○事業補助金、事業負担金　　等のほか、事務費がある場合は事務費の節区分を記入し、計欄は補助等に要する総額とする。
　
　別記第２号様式（第３条・第９条関係）

収支予算書
　１　収入の部
	区　　分

	予 算 額

	前年度
予算額

	　比　　　較
	　　備　　　考　　


	
	
	
	　増　
	　減　
	

	県補助金
	1,033,000
	0
	1,033,000
	0
	

	市町村費
	0
	0
	0
	0
	

	そ の 他
	1,033,900
	0
	1,033,900
	0
	自己資金　33,900
国庫補助　1,000,000

	   計

	2,066,900
	0
	2,066,900
	0
	


　２　支出の部
	区　　分

	予 算 額

	前年度
予算額

	　比　　　較
	　　備　　　考　　


	
	
	
	　増　
	　減　
	

	備品
購入費
	2,066,900
	0
	2,066,900
	0
	備品購入費


	
	
	
	
	
	             

	
	
	
	
	
	             

	   計

	2,066,900
	0
	2,066,900
	0
	


（注）区分欄の記入方法
　１　市町村直営、団体営等直接補助事業の場合、収入の部は自己負担分を含め　　て記入し、支出の部の区分欄は（賃金、旅費、消耗品費、通信運搬費、工事費、用地買収費、補償費、工事雑費・・・等）を記入し、計欄は事業費総額とする。
　２　間接補助事業の場合の支出の部の区分欄は、○○事業補助金、事業負担金　　等のほか、事務費がある場合は事務費の節区分を記入し、計欄は補助等に要する総額とする
備考欄には、金額の内訳等を御記載下さい。特に、市町村以外から受ける補助金を今回申請する医療機器等の購入に充てる場合は、「その他」の区分の内訳に項目と金額の記載をお願いします。





記入例





基本的にこの欄は０になります。





医療機器等を購入される際に、市町村から補助金等の助成を受ける予定がある場合は、その金額をご記入ください。








